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Ⅳ 図書館活動 

１．県民への直接サービス 
(１) 閲 覧 室 

来館者が利用しやすいよう１階のワンフロアに設置し、一般資料・参考資料・郷土資
料・ＡＶ資料などコーナーごとに資料を配架している。 
また、10台の利用者端末機を使って、希望の資料の有無や配架場所が簡単に検索でき

るようになっている。 
なお、令和２年５月 19日から当面の間、新型コロナウイルス感染防止のため、閲覧席

の配置の変更、インターネット端末の削減などを行っている。 
 

面 積    ３,４１９㎡      マイクロフィルムリーダー ２台 
   開 架 能 力    ２２万冊        インターネット端末    ４台 

席   数    ２０２席       商用データベース端末   １台 
ＡＶブース（映像）１０台 

（音声）３台 
 

コーナー名 内                  容 

一 般 資 料 
総記・哲学・歴史・社会科学・自然科学・技術・産業・芸術・語学・文学の分野ご
とに配架している。 

参 考 資 料 調査・研究などに便利な事典・辞典・年鑑・白書・名鑑・法規等を配架している。 

郷 土 資 料 

香川の歴史や民俗、産業、方言など多彩なジャンルの郷土に関する資料のほか、香
川県にゆかりのある人の著作を配架している。 
また、「空海」に関する資料を集めた「空海コーナー」がある。 
四国新聞の主要な記事を切り抜き、分野別に整理・配架している。 

Ａ Ｖ 資 料 
ＣＤ、ＤＶＤ、ビデオなどのＡＶ資料を配架している。これらは、ＡＶブースで視
聴できる。 

デイジー資料 
視覚に障害がある方などのために、音声デイジー、マルチメディアデイジーを配架
し、音声デイジー再生機、音声・拡大読書機を設置している。 

文庫・新書 文庫、新書を配架している。 

大 活 字 本 大きな活字で印刷された本を配架している。 

Y o u n g 
Generation 

10 代（主に中学生・高校生）向きの図書（約 7,000 冊）を配架し、季節や時事に
あったテーマでミニ展示を行っている。 

健やか生活 
応 援 

健康・医療・介護や生きがいに関する図書（約 5,800冊）やパンフレットを配架し
ている。また、利用者の関心の高い話題のテーマや、時宜に応じたテーマでミニ展
示を行っている。 

子育て支援 
子育てに役立つ図書（約 2,900 冊）や雑誌（14 種）のほか、各種パンフレット・
チラシ・企画展示図書（約 200冊）を配架している。 

洋 書 英米の出版物を中心に各分野の洋書を配架している。 

新聞・雑誌 国内外各地の情報源である新聞（30種）・雑誌（約 800種）を配架している。 

ビジネス情報 
しごと応援 

ビジネスや仕事に役立つ幅広い分野の図書（約 1,900 冊）と雑誌（47 種）を配架
している。またミニ展示を行ったり、専門機関の業務案内やセミナーなどのパンフ
レット・チラシを配布している。 

児 童 資 料 
絵本・童話・紙芝居など児童書を配架している。 
また、児童文学に関する解説書・研究書などを集めた研究コーナーや、親子読書コ
ーナーがある。 
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（２）貸出・返却 

  ①貸出冊数  図書・雑誌 １人 10冊以内  ＡＶ資料 １人３点以内 

  ②貸出期間  15日間 

   ③返却  借りた資料は返却カウンターで返却することとするが、図書館が閉まって

いる時は、図書館入口にある「図書返却ポスト」に返却できる。（ＣＤ等を

除く）県立図書館で直接借りた資料は、県内の公共図書館や協力貸出を取り

扱う公民館等でも返却できる。（高松市内の図書館を除く） 

（３）レファレンスサービス（参考調査） 

県民が資料や情報を求めるときは、図書館の資料と機能を活用して、それが得られ

るよう援助している。 

 質問は、口頭のほか、電話、文書、メールでも受け付けている。 

 寄せられたレファレンスの中から、調査研究の参考になるような事例をホームペー

ジで紹介している。また、国立国会図書館が全国の公共図書館、大学図書館、専門図

書館等と協同で構築しているレファレンスデータベースに登録している。 

 （４）相互貸借 

    県民が求める資料を当館が所蔵していないときは、国立国会図書館をはじめ他の公

共図書館等との相互貸借により求め、県民に提供している。 

 （５）子どもへの読書支援 

    児童資料コーナーには、乳幼児から小学生向きの絵本や童話、紙芝居など、子ども

の多様な興味に応えるための幅広い分野の資料を配架し、読み聞かせボランティア団

体によるおはなし会や紙芝居会等を通して、読書の普及に取り組んでいる。 

また、子どもの読書活動推進に取組む人を支援するために、児童文学に関する研究

書、読み聞かせ等の技術を学ぶ資料を整備するとともに、その育成やスキルアップを

目的とした講座を開催している。 

子どもの読書環境の整備や充実、学習活動の支援などのため、団体等への貸出しを

行っている。 

    ・児童資料団体貸出 

５名以上で構成される子どもの読書活動推進を目的とするボランティア団体には

30冊以内、利用する子どもが５名以上の文庫・学童保育及び保育所、幼稚園、小学

校、特別支援学校には 100冊以内で 1か月以内の貸出しを行う。 

    ・学校支援文庫「木守文庫」  

     小学校や特別支援学校に対し、学習活動や読書活動を支援するため、テーマごと

に１セット 40冊の図書を１か月間貸し出す。 

     平成 27年９月から同時に貸出できるセット数を、１セットから２セットに増やし

た。 

平成 29年度から、学校支援文庫「木守文庫」（中学校版）を整備し、貸出を行っ

ている。中学校や特別支援学校に対し、学習活動や学校生活に活用できるテーマご

とに、１セット 20冊又は 40冊の図書を１か月間貸し出す。 

    ・「香川の子どもたちに読んでほしい 100冊」の貸出 

     香川県教育委員会が策定した「香川の子どもたちに読んでほしい 100冊」を小学

校低学年・中学年・高学年及び中学生のセットにして１か月間貸し出す。 

    ・読書通帳の配布 

     読んだ本を記録するための「読書通帳」を作成し、平成 27年７月から配布してい

る。また、平成 27年 10月から、「読書通帳」への記入が最後まで達成した児童・

生徒を対象に「しおり」を配布している。 
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 （６）中・高校生等への読書支援 

平成 21年６月に「ヤングアダルトコーナー」を拡充し、「Young Generation コ

ーナー」を開設した。10代（主に中・高校生）向きの図書約 7,000冊を配架し、中・

高校生の興味・関心のあるテーマのミニ展示を行うなど、中・高校生が利用しやすい

環境を整備している。 

また、学校と連携して行事を開催するなど、読書活動の推進に取り組んでいる。

（７）県民の課題解決支援  

①子育て支援事業 

平成 19年６月に「子育て支援コーナー」を開設し、子育てに関する様々なジャンル

の図書約 2,900冊と雑誌 14種を妊娠・出産・育児・しつけ・家庭教育など時系列順に

分かりやすく分類して配架している。 

子育てに役立つ各種パンフレット・イベントチラシなどをとりまとめて配布するほ

か、子育てに関する新聞記事の掲示や、子育てサークルの活動状況を写真などで紹介

している。 

また、年４回の企画展示を行い、約 200冊の図書を展示している。 

②健やか生活応援事業 

平成 26年 12月に「健やか生活応援コーナー」を開設し、健康・医療・介護や生き

がいに関する資料約 5,800冊を配架するほか、パンフレット・啓発ポスターの掲示等

と、話題のテーマや季節に合わせたミニ展示を年６回行っている。 

また、関係機関と連携し、年に２回健康等に関する講座を開催している。 

③ビジネス情報・しごと応援事業 

平成 29年 12月に「ビジネス情報・しごと応援コーナー」を開設し、ビジネスや仕

事に役立つ幅広い分野の図書（約 1,900冊）と雑誌（47種）を配架するとともに、専

門機関の業務案内やセミナーなどのパンフレット・チラシを配布している。 

また、コーナーでは、年６回ビジネスや仕事に役立つテーマのもとに資料を集めミ

ニ展示を行っている。 

加えて、インターネット端末コーナーに設置した専用端末１台により、最新の情報

を手軽に調べることができる商用データベース（５種）の利用が可能となっている。 

 （８）障害者サービス 

障害のある人や高齢者が利用しやすい資料を整備するとともに、郵送貸出サービス、

対面朗読を行っている。 

・資料等の整備 

視覚に障害がある方などのために、大活字本の充実を図るほか、デイジー資料

（音声デイジー、マルチメディアデイジー）を整備するとともに、音声デイジー

再生機、拡大読書器、音声・拡大読書機を設置している。 

・サピエ図書館の利用 

（特非）全国視覚障害者情報提供施設協会が運営するインターネット配信サー

ビスのサピエ図書館に加入し、利用者の希望する音声デイジーデータをダウンロ

ードして提供している。 

    ・郵送貸出 

重度の心身障害者及び病気療養中等により直接来館することが困難な方を対象

として、郵送による資料の貸出を行っている。 

    ・対面朗読 

      利用者からの要望により、香川県視覚障害者福祉センターで活動している音訳

ボランティアの協力を得て、対面朗読を行う。 
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（９）ＩＣＴ（情報通信技術）の活用 

 ①ホームページ 

蔵書検索のほか、貸出中の資料の予約、新着図書の案内、最新の行事案内など、

図書館サービスと連動した多様な情報提供を行っている。 

また、メールによるレファレンスやご意見の受付・回答、ボランティアが作成し

た香川県に関する県史、市町村史の目次情報などのテキストデータを公開する「地

域の本棚」のコーナーなど、図書館と利用者を双方向で結ぶサービスも展開してい

る。 

なお、県内公共図書館では、８市７町（令和２年６月１日現在）でホームページ

を開設しており、当館ホームページの横断検索で県立図書館と県内公共図書館及び

大学図書館等の所蔵資料を一度に検索することができる。 

②デジタルライブラリー 

    江戸時代に作成された本県の古地図や古文書など、貴重な郷土資料をデジタル化

し、平成 26年 12月から「四国遍路」、「空海」、「金比羅」、「その他讃岐（香

川）の歴史」の４分野に分けてホームページで公開している。 

③利用者用インターネット端末 

 ・利用者用インターネット端末 

    情報提供サービスの一環として、利用者が行う調査、研究、教養等の用に資す

るため、インターネット端末４台を設置している。   

また、この端末で、平成 24年４月から国立国会図書館が配信する「歴史的音源」、

平成 26年４月から「図書館向けデジタル化資料送信サービス」を提供している。 

・利用者用商用データベース端末 

 平成 29年 12月に専用端末２台を設置し、新聞、判例、ビジネス情報等の情報を

検索できる商用データベース（５種）を提供している。 

④Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備 

  図書館利用者の利便性向上のため、閲覧室内にＷｉ－Ｆｉ（かがわＷｉ－Ｆｉ）

が無料で利用できる環境を整備し、平成 28 年 11月 15 日から利用を開始している。 

（10）職場体験学習・見学等の受入れ 

  ①職場体験学習 

児童、生徒が図書館の業務を体験する職場体験やインターンシップの受入を行う。 

    ②見学・視察 

    図書館の施設や業務内容を知ってもらうため、学校などの団体を対象とした、見

学・視察の受入れを行う。 

（11）資料の譲渡 

  ①巡回文庫用図書の寄贈 

図書の有効活用と読書活動の普及を図るため、県立学校や市町教育委員会、社会福

祉施設等に呼びかけ、廃棄手続き済みの巡回文庫用図書を、希望する施設等に寄贈し

ている。 

②不用新聞の譲渡 

    保存期間を経過した新聞の本紙について、年２回、希望者に譲渡している。     

（12）展示・広報等 

  ①展示 

閲覧室展示コーナーにおいて、企画展示や他機関と連携した展示を行うほか、各資

料コーナーで県民の関心の高い話題やテーマ、時宜に応じたテーマで本の展示・紹介

を行っている。 

   ②広報誌の発行（館内で配布するほか、ホームページに掲載） 

    ・香川県立図書館報「図書館かがわ」 年４回発行 

 ・児童資料コーナー広報誌「こどものひろば」 毎月 1日発行 

・子育て支援コーナー広報誌「楽しく子育て！～香川県立図書館子育て支援コーナ

ー通信～」 毎月 19日（かがわ育児の日）発行 
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２．市町図書館等への支援 
県立図書館と市町の図書館との役割分担、相互協力を進め、市町の図書館、公民館等を拠

点とする地域読書普及活動を援助するためのサービスを行っている。 

(１)巡回文庫 

公立図書館が設置されていない町の、公民館、学校等の公的機関及び 30人以上で構成

されている読書団体に対し、１町 300冊以内を３か月間貸出する。 

〔巡回文庫配本団体 ２団体〕 

・琴平町立榎井公民館 

・直島町教育委員会 

(２)協力貸出 

市町の図書館のほか、公立図書館が設置されていない町の公民館等に対し、協力貸出

（相互貸借）を行う。 

(３)協力便 

県立図書館と市町の図書館等の間で、週 2回協力便を運行し、協力貸出資料などの搬

送を行う。 

 

３．市町図書館等との連携 
 （１）市町図書館等との連携 

   ①横断検索システム 

     県立図書館と市町立図書館（８市７町 30館）および大学図書館等（４大学図書館

等８館）の所蔵資料が一度に検索できる。 

   ②香川県図書館協会 

     県内の公共図書館の相互の連携を図り、図書館に関する情報交換や調査研究等を行

い、図書館の発展に寄与することを目的としている。 

 （２）香川大学図書館との連携 

    相互の連携による生涯学習支援及び図書館利用の利便性の向上を通じて、両館利用

者の学習、教育、研究活動への進展に寄与するため、平成 22年３月 23日に「香川大

学図書館と香川県立図書館の相互協力に関する協定」を締結した。 

    図書館資料の相互貸借やレファレンスの協力、講演会・展示会の共催などを行うこ

ととしている。 

 

４．資料の整備充実 
（１）収集 

    香川県立図書館資料収集方針及び香川県立図書館部門別資料収集基準により資料を

収集し、蔵書の充実を図る。 

（２）整理 

一般資料は原則として、日本十進分類法（ＮＤＣ）新訂８版を使用し、第４桁（一

部は第５桁）まで分類している。 

郷土資料は、ＮＤＣ新訂６版に基づいて分類している。また、本県出身及び在住者

の著作物等いわゆる郷土人文庫については、日本著者記号表とＮＤＣを併用して分類

している。 

児童書は、ＮＤＣ小中学校（児童書適用表）によって分類している。ただし、絵本

の分類記号は『Ｊ』を使用している。 

巡回文庫用図書は、一般図書・児童書とも 50冊を１セットとして整理している。ま

た、図書に関するデータは、セット番号別に整理している。 

 ＡＶ資料は、香川県立図書館ＡＶ資料分類表によって分類している。 
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（３）新聞のクリッピング 

地元紙「四国新聞」から、香川県や香川県出身の人物・団体に関した記事、県内出

版情報等を切り抜き、整理している。昭和 50年から実施。現在、この作業はボランテ

ィアの協力を得て行われている。 

 

５．図書館評価 
 （１）趣旨 

    運営の改善と図書館サービスの向上を図るため、平成 29年度から、図書館運営に関

する評価の指標及び目標を設定し、運営状況について評価を行う、「図書館評価」を

実施している。 

 （２）評価の概要 

①評価項目 

毎年度、基本方針・重点目標を定め、これに基づいて図書館評価指標及び数値目標

を設定する。 

②評価方法等 

自己評価（年度終了後、数値目標の達成状況により、自己評価） 

     外部評価（年度終了後、香川県立図書館協議会による外部評価） 

     利用者アンケート（年１回、来館者の満足度等を把握） 

③評価の公表 

 評価の結果は、館内掲示及び図書館ホームページで公表する。 
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香川県立図書館資料収集方針 
 

１  目的 

   この方針は、香川県立図書館として、幅広い県民の要求に応えるため、資料収集の基本的事項を定める

ことを目的とする。 

２  基本方針 

 (1)  県民の教養、調査研究、レクリエーション等に必要とされる資料を幅広く収集する。 

(2)  県内市町立図書館等を支援するために必要な資料を収集する。 

 (3) 「図書館の自由に関する宣言」（日本図書館協会 1954年採択、1979年改訂）の精神を尊重し、公平 

かつ偏りなく収集する。 

３  収集する資料 

 (1)  資料の種類は、図書、新聞、雑誌、ＡＶ資料及びその他必要な資料とする。 

(2)  資料の範囲は、主として明治期以降に刊行されたものとする。 

 (3)  資料は、次の各部門別に収集するものとする。なお、詳細については、香川県立図書館部門別資料 

収集基準に定める。 

   ①  一般資料部門 

       各分野にわたり様々な観点から幅広く体系的に収集する。特に調査研究に必要な資料の収集に努め

る。 

   ②  郷土資料部門 

       郷土の文化を承継し保存していくため、郷土資料を積極的に収集する。 

   ③  児童資料部門 

       子どもの読書習慣を培い、知識、創造力を豊かにするために必要な児童資料を収集する。 

   ④  ＡＶ資料部門 

       文字では伝達が困難な情報を提供するとともに、活字資料の機能を補完するために必要なＡＶ資料 

を収集する。また、障害のある人が利用できる資料を収集する。 

   ⑤  巡回文庫部門 

       公立図書館が設置されていない自治体の読書普及活動を援助するために必要な資料を収集する。 

  ⑥ 学校支援文庫 

    学校における子どもの読書活動や学習活動、学校生活を支援するために必要な資料を収集する。 

４  収集の方法 

   収集の方法は、購入、寄贈、再用、生産、区分変更、保管換等とする。 

５  資料の選定 

   資料の選定は、原則として資料選定委員会で行う。なお、詳細については、香川県立図書館資料選定委

員会規程に定める。 

６  資料の保存と廃棄 

 (1)  県の中核図書館として、資料の保存に努める。  

 (2)  資料の廃棄は、資料保存の機能を考慮して慎重に行う。なお、詳細については、香川県立図書館資

料廃棄要綱に定める。 

     附  則 

１  この方針は、平成 12年４月１日から施行する。 

２  香川県立図書館資料収集方針（昭和 60年８月５日施行）は、廃止する。 

附 則 

 この方針は、平成 26年 11 月 27日から施行する。 

附 則 

 この方針は、平成 30年 10 月１日から施行する。 

 


